
（史
料
紹
介
）

「官

遊

紀

勝
」
に

つ

い

て

一

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
主
に
江
戸
在
住
の
学
者
や
文
人
が
地
方

へ
赴
い
て
の

日
記
や
紀
行
文
が
多
く
著
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
甲
州
に
関
す
る
も
の
も
、

す
で
に

『
甲
斐
志
料
集
成
』
や

『
甲
斐
叢
書
』
の
紀
行
文
編
に
収
録
さ
れ
て
い

る
も
の
だ
け
で
も
十
数
種
に
及
び
、
中
に
は
荻
生
復
篠
の

『
峡
中
紀
行
』
や

『
風
流
使
者
記
』
の
よ
う
に
、
両
叢
書
に
収
録
さ
れ
て
か
な
り
便
利
に
利
用
さ

れ
て
き
た
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
こ
れ
ら
の
紀
行
文
類
は
、
そ
の
筆
者
に

も
よ
る
が
、
押
し
な
べ
て
散
文
的
か
つ
主
観
的
な
も
の
で
あ
り
、
観
察
記
事
が

中
心
で
あ
る
の
で
、
史
料
的
に
は

一
等
史
料
と
は
い
え
ず
、
二
次
的
な
利
用
の

さ
れ
方
を
し
て
い
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
代
と
り
わ
け
第
二
次
大
戦
後
の
急
激
な
開
発
に
よ
っ
て
、
地
方

の
様
相
は

一
変
し
て
し
ま
い
、
最
早
、
十
年
前
の
景
観
の
復
元
や
保
存
も
困
難

な
状
況
に
あ
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
古
い
写
真
の
史
料
性
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
写
真
技
術
の
な
か
っ
た
前
近
代
に
関
し
て

俊

は
、
文
学
や
絵
画
資
料
に
よ
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
紹
介
す
る

「官
遊
紀
勝
」
も
そ
う
し
た
時
期
の
紀
行
文
の
一
類
で
あ
っ

て
、
従
来
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
点
と
、
記
述
内
容
と
挿
絵
が
大
変
リ
ア

ル
で
あ
っ
て
、
従
来
紹
介
さ
れ
て
い
る
紀
行
文
類
に
比
し
て
、
優
る
と
も
劣
ら

な
い
も
の
と
判
断
し
て
、
政
え
て
紹
介
の
労
を
と
っ
た
次
第
で
あ
る
。
最
初
に

こ
の
書
物
の
存
在
を
知
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
早
稲
田
大
学
助
教
授
の
外

園
豊
基
氏
で
あ
っ
て
、
昨
年
度

一
年
間
の
国
外
留
学
と
し
て
米
国
の
プ
リ
ン
ス

ト
ン
大
学
で
過
ご
さ
れ
た
際
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

で
の
調
査
の
折
に

「官
遊
紀
勝
」
八
冊
と
題
す
る
和
綴
本
の
中
に
、
甲
州
関
係

の
記
事
が
多
見
し
て
い
た
こ
と
を
連
絡
し
て
い
た
だ
い
た
。
因
に
氏
の
メ
モ
し

た
同
書
の
奥
書
に
は

「
右
官
遊
紀
勝
八
巻
者
、
法
眼
長
伯
奉
台
命
、
遊
子
甲
州

紀
也
、
乞
而
募
之
、
文
化
十
三
年
乙
亥
十
月
、
直
曲
庵
主
人
」
と
記
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
、
文
化
十
二
年

（
一
八

一
五
年
）
に
直
曲
庵
主

人
と
い
う
人
物
が
書
写
し
た
写
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
因
に
全

く
同
様
の
書
名
と
奥
書
を
も
つ
入
冊
本
が
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
他

エ

アヽ



に
同
内
容
の

「
江
君
確
亭
紀
行
」
の
書
名
を
持
つ
三
冊
本
も
同
文
庫
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
写
本
自
体
が
何
回
か
転
写
さ
れ

一
部
で
は
か
な
り

流
布
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

二

岩
波
書
店
発
行
の

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば

「江
君
確
亭
紀
行
」
と
し
て
、

国
会
図
書
館
、
旧
教
育
大
、
尊
経
閣
文
庫
、
旧
浅
野
文
庫
の
ほ
か
、
内
閣
文
庫

に
二
種
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
別
書
名
と
し
て

「官
遊
紀
勝
」
、

「
甲
府
紀
行
」

と
も
い
い
、
著
者
は
渋
江
虻

（長
伯
）
で
あ
る
と
い
う
。
ま
ず
、
著
者
に
つ
い

て
み
て
お
く
と
、
各
種
の
人
名
辞
典
に
そ
の
名
を
確
認
で
き
る
か
ら
、
か
な
り

の
著
名
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
江
戸
中
期
の
本
革
家

で
、
宝
暦
十
年

（
一
七
六
〇
）
に
太
田
惟
長
の
四
男
に
生
れ
、
渋
江
陳
胤
の
養

子
と
な
り
、
安
永
八
年

（
一
七
七
九
）
に
初
め
て
将
軍
家
治
に
謁
見
し
、
寛
政

五
年

（
一
七
九
三
）
に
奥
詰
と
な
り
、
菜
園
を
預
る
。
寛
政
十

一
年

（
一
七
九

九
）
幕
命
に
よ
り
薩
摩
藩
の
曽
槃
士
孜
と
蝦
夷
地
へ
赴
き
、
草
木
を
採
集
し
て

『
蝦
夷
草
木
志
料
』
を
著
す
。
こ
の
他
、

『
蝦
夷
紀
行
』
や

『
東
遊
紀
勝
』
も

著
す
と
あ
る
が
、
晩
年
の
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
幕
臣
と

し
て
菜
園
御
用
を
勤
め
て
い
た
本
草
学
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
も
の
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
本
の
う
ち
、

「官
遊
紀
勝
」
と

の
題
隻
を
も
つ
八
冊
本
で
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
れ
は
写
本
の
一
種
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
の
原
本
と
な
っ
た
も
の
の
存
在
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認

で
き
て
い
な
い
が
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
八
冊
本
は
、
非
常
に
丁
寧
に
写
さ
れ
た

良
質
の
も
の
で
、
挿
絵
に
も

一
部
が
着
色
さ
れ
て
お
り
原
本
に
近
い
も
の
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
。
八
冊
本
の
構
成
は
、

巻

一　
　
　
序
文

・
峡
中
行

巻
二
　
　
　
遊
韮
崎
記

（文
化
十
二
年
書
写
の
奥
書
あ
り
）

巻
三
ユ
五
　
遊
御
嶽
記
　
上
、
中
、
下

巻
六
　
　
　
峡
中
行

（門
人
源
惟
徳
の
奥
書
あ
り
）

巻
七
　
　
　
酒
折
湯
鳴
記

巻
八
　
　
　
岩
堂
記

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
写
本
は
巻
次
の
編
成
に
若
千
の
前
後
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
が
、
巻

一
の
序
文
は
、
文
化
七
年

（
一
八

一
〇
）
に

『
徳
川
実
紀
』
の
編
者

の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
成
島
司
直
が
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
成
立
経
過
と

著
者
の
渋
江
長
伯
の
紹
介
と
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
年
代
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
著
者
が
幕
命
を
う
け
て
甲
相
駿
豆
の
諸
州
を
廻
っ
た
後
に
こ
の

書
を
ま
と
め
て
序
文
を
求
め
て
き
た
と
あ
る
の
で
、
本
書
の
成
立
は
こ
の
序
文

の
時
と
考
え
て
よ
く
、
記
述
さ
れ
て
い
る
紀
行
の
内
容
は
そ
れ
を
遡
る
こ
と
数

年
前
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
著
者
の
渋
江
長
伯
は
本
業
が
幕
府
御
抱
え
の
本
車
学
者

で
あ
っ
た
か
ら
、
幕
命
の
内
容
も
お
そ
ら
く
本
業
に
関
連
し
た
薬
草
等
の
調
査

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
う
し
た
地
方
の
観
察
記
録
を
書
く
こ
と
は
、
い
わ
ば

余
業
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
丁
度
、
こ
の
頃
の
甲
斐
国
内
で
は
、
文
化
三
年

（
一
人
〇
六
）
に
甲
府
勤
番
頭
の
松
平
定
能
が
幕
命
を
う
け
て
、
甲
斐
国
内
の

地
誌
書
を
ま
と
め
始
め
た
時
期
で
あ
っ
て
、
後
に
そ
れ
が

『
甲
斐
国
志
』
と
し

て
幕
府
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
時
期
に
渋
江
氏
が
甲
斐
国
内
を
巡
遊

し
て
こ
う
し
た
紀
行
文
を
ま
と
め
た
の
は
、
偶
然
の
一
致
で
あ
っ
た
か
も
知
れ

な
い
が
、
同
時
期
の
正
規
な
地
誌
書
を
補
完
す
る
記
録
と
し
て
、
そ
の
価
値
を

有
す
る
と
い
え
よ
う
。

― 飢 一



三

全
八
冊
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
そ
の
全
文
を
紹
介
す
る
機
会
を
得
た

い
と
思
う
が
、
こ
こ
で
は
概
報
と
し
て
、
そ
の
記
事
と
挿
絵
の
一
部
と
を
紹
介

し
て
お
き
た
い
。
巻
七
の

「
酒
折
湯
嶋
記
」
の
冒
頭
の
部
分
に
は
、
以
下
の
よ

う
に
み
え
て
い
る
。
こ
の
紀
行
文
全
体
が
こ
う
い
っ
た
調
子
の
記
述
で
あ
り
、

全
八
冊
の
割
に
は
記
述
部
分
が
少
な
く
、
挿
絵
が
か
な
り
の
部
分
を
占
め
て
い

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

酒
折
湯
嶋
記

九
月
九
日
、
龍
山
登
高
の
日
に
も
あ
れ
は
、
諸
子
と
と
も
に
山
八
幡
に
至
る
。

左
り
小
池
あ
り
橋
を
隔
て
琲
才
天
あ
り
、　
一
條
町
の
通
に
向
て
石
坂
あ
り
、
坂

を
上
り
八
幡
宮
な
り
、
拝
殿
は
長
屋
の
如
し
、
境
内
に
杉
の
大
木
あ
り
、　
一
本

に
し
て
五
六
尺
も
上
り
三
ま
た
に
な
り
森
々
た
り
、
廻
リ
ハ
四
か
ヽ
へ
も
あ
ら

.ヽ い
、

鰯
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ん
、
開
運
稲
荷
の
山
皆
大
石
に
て
立
木
生
茂
り
た
り
、
此
山
に
ハ
葉
の
薄
く
志

を
て
の
葉
に
似
た
る
□
□
あ
り
、
芋
葉
の
大
次
苓
と
も
似
て
刺
あ
る
も
の
也
、

水
引
草
の
長
葉
に
て
厚
き
も
只
大
石
の
多
き
の
み
、
夫
よ
り
亦
穂
積
の
地
蔵
に

至
る
、
入
口
松
並
木
、
左
り
山
き
し
に
石
地
蔵
甚
た
多
し
、
堂
の
額
に
当
國
開

聞
箱
積
地
蔵
と
あ
り
、
左
り
の
方
小
屋
の
内
に
あ
る
石
地
蔵
人
よ
り
も
大
な
る

か
縄
に
て
幾
重
も
縛
り
て
あ
り
、
其
次
な
る
ハ
ロ
に
味
晴
を
ぬ
り
て
あ
り
、
堂

の
前
後
地
蔵
の
数

ハ
は
か
り
な
し
、
石
山
を
折
廻
り
て
上
り
た
る
上
に
大
石
あ

り
、
そ
れ
を
又
地
蔵
に
作
り
た
る
石
の
背
に
宝
永
四
年
造
焉
長
二
丈
八
尺
七
寸

六
分
と
割
み
あ
り
、
畑
道
を
行
て
善
光
寺
の
本
堂
の
側
に
出
ず
、
堂
も
至
て
大

な
る
作
り
な
り
、
信
州
の
善
光
寺
の
ま
ｋ
写
し
た
る
と
い
へ
り
、
信
玄
の
時
代

信
州
よ
り
如
来
の
真
物
を
取
寄
せ
、
本
体
は
甲
州
の
善
光
寺
に
留
め
て
別
に
造

り
た
る
を
信
州
に
納
た
り
と
云
博
か
、
山
関
な
ど
も
あ
り
て
惣
門
よ
り
本
堂
迄

ハ
長
く
山
門
の
手
前
に
頼
朝
頼
家
賃
朝
の
木
像
あ
り
、
賃
朝
の
像

ハ
損
し
た
る

由
に
て
出
し
置
ず
、
頼
朝
の
像

ハ
人
の
座
し
た
る
位
に
て
生
る
か
如
し
、
山
門

よ
り
左
り
畑
道
を
七
八
町
も
行

ハ
石
碑
あ
り
、
玉
諸
明
神
と
あ
り
鳥
居
も
あ
り
、

石
山
に
て
麓
よ
り
社
迄
十
二
町
と
な
り
、
此
日
ハ
一
年
に
壱
度
づ
つ
所
の
者
登

山
の
日
な
り
、
夫
故
老
若
等
詣
も
あ
れ
ハ
登
山
す
る
も
い
か
く
な
ら
ん
と
右
手

の
方
麓
の
細
道
を
過
て
酒
折
の
官
に
至
る
、
宮
居
は
さ
ひ
た
れ
共
、
古
の
姿
を

思
い
や
れ
は
尊
く
も
仰
け
り
、
上
人
ハ
酒
折
天
神
と
唱
へ
る
故
天
神
の
間
違
に

て
手
習
子
供
の
大
字
な
ど
多
く

一
厄
と
云
奉
へ
し
、
右
り
の
方
に
石
碑
あ
り
、

山
縣
大
三
の
文
な
り
、
書
は
甲
府
の
人
の
書
た
る
よ
し
、
其
祝
司
飯
田
大
蔵
の

家
に
日
本
武
尊
の
火
打
袋
を
伝

へ
持
た
る
と
い
か
、
多
賀
酔
雪
画
も
工
な
れ

ハ

行
て
そ
の
形
を
乞
ひ
写
し
て
来
れ
り
、
日
本
武
尊
の
物
な
る
や
否
ハ
知
ら
す
、

形

ハ
古
き
も
の
な
り
、
祝
司
の
い
へ
る
倭
姫
命
の
縫
た
る
物
な
り
と
、

酒
折
祠
碑

（以
下
略
）

（市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
）


